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1  ミクロネシアに関する概説は、英語文献では、William H. Alkaire, An Introduction to the Peoples and Cultures of 

































2  小松和彦「聖なる島ポンナップの島名起源説話」、川田順造、徳丸吉彦編『口頭伝承の比較研究』第 2巻（弘
文堂、1985年）、136–152頁。
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図 5は、EGOが男の場合の EGOのアイナン内の関係名称と EGOのアイナンの男性成員の 
「コ」の名称を示したものである。これに対して、図 6は、EGOが女の場合の EGOのアイナ






































































図 7　 EGO（男）の「チチ」の母系出自集団の 
関係名称とその外戚名称























































































































































































































7  この話は、「恐怖の存在としての女性像―化け物退治譚の深層」（『現代思想』1982年 11月号「異人論」青
土社、1985年に収録）において紹介した上で比較論的に検討したことがある。
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9  この話は、小松和彦「文化人類学手帖―ポンナップ島民族誌ノート（4）」（『ライフサイエンス』第 12巻 4号、
生命科学振興会、1985年、72–76頁）で紹介した。
26
ミクロネシアの離島で日本文化を考える
　この話を詳しく聞くと、私たちからすれば、ポンナップの幽霊はあまりにも憎むべき相手に
対して寛容だと思わざるをえないのではなかろうか。私は、この話を聞きながら、夫は妻の幽
霊によって狂い死にさせられるのだろうと思っていた。ところが、「私との約束を裏切ったわ
ね。でも、こうして恨みごとを言ったので、もう許してあげる」と述べると、あっさり立ち去っ
てしまうからである。
　そこで、この話を聴かされた後、私は島の人たちにかいつまんで「東海道四谷怪談」のお岩
さんの話をしてみた。すると、ポンナップの人（男）たちのコメントは、お岩さんの恨みが深
すぎると言い、伊右衛門に同情的なのである。「伊右衛門が妻を殺したのはいただけない。そ
んなことをしないで、さっさと古い妻と別れればよかったのだ」。
　なぜなのか。それはポンナップの男女観・結婚観の違いによっているのである。この話のポ
ンナップにおける教訓は、「夫は生前に妻と馬鹿な約束をしたものだ。そんな約束をするもの
ではない」であった。
　この話と似たようなことを、私も調査中に体験したことがある。私の世話をしてくれていた
老夫婦の娘夫婦の話である。私より少し若い、仲の良い夫婦であったが、滞在中、その夫が事
故で亡くなった。その葬儀の様子をビデオカメラに収めたところ、泣きくれていた妻が、今度
来るときにそのビデオのコピーを是非持ってきて欲しいと頼んだので、1年後に訪問したとき、
手頃な長さに編集したビデオテープを土産代わりに持参した。島に到着してほどなく、その娘
がにこにこしながら挨拶にやってきた。娘の後ろに男が立っていた。なんとその男は娘の新し
い夫だった。とてもビデオテープを渡せるような雰囲気ではなかった。その後、娘の両親にテー
プのことを話すと、口を揃えて「そんなテープは捨てろ。そんなものをみんなの前で上映した
ら、娘の亡夫の幽霊が出てくるかもしれない」と言うのであった。
　ポンナップの社会では、この娘の早々とした再婚はけっして非難されるようなことではない。
ポンナップでは、死者が出たとき、残された者たちはその死を思い切り泣き悲しみ、遺族の女
たちは頭を剃り、男たちは自分の体を蛮刀で傷つけたりすることで追悼の意を表現する。しか
しながら、その後は、できるだけ早く死者のことを忘れ、「今」の生活を充実させるほうが好
ましいと考えているのである。
　異文化の伝説・昔話の理解・説明は難しい。しかし、異文化との比較は、日本の文化、日本
人の価値観、結婚観や恋愛観、世界観などを照らしてくれる貴重な素材でもあるといえるだろ
う。
